
徳
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
徳
島
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
十
七
第
一
項
中
「
、
ガ
ス
供
給
業
」
の
下
に
「
の
う
ち
導
管
ガ
ス
供
給
業
」
を
加
え
、「
ガ
ス
供
給
業
を
」
を
「
導
管
ガ
ス
供
給
業
を
」
に
、「
、
保
険
業
及
び
」
を
「
及

び
特
定
ガ
ス
供
給
業
（
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
定
ガ
ス
供
給
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
保
険
業
並
び
に
」
に
、「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ハ
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

ハ

各
事
業
年
度
の
所
得
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額

第
二
十
条
の
十
七
第
二
項
中
「
ガ
ス
供
給
業
」
を
「
導
管
ガ
ス
供
給
業
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
も
の
」
の
下
に
「（
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
法
人
を

除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
そ
の
他
」
を
「
特
別
法
人
以
外
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
五

項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

4

特
定
ガ
ス
供
給
業
に
対
す
る
事
業
税
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一

各
事
業
年
度
の
収
入
金
額
に
百
分
の
○
・
四
八
を
乗
じ
て
得
た
金
額

二

各
事
業
年
度
の
付
加
価
値
額
に
百
分
の
○
・
七
七
を
乗
じ
て
得
た
金
額

三

各
事
業
年
度
の
資
本
金
等
の
額
に
百
分
の
○
・
三
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額

第
二
十
条
の
十
八
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
ガ
ス
供
給
業
」
を
「
導
管
ガ
ス
供
給
業
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

再
校

　

徳
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日
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門

徳
島
県
条
例
第
九
号



四

特
定
ガ
ス
供
給
業

第
二
十
条
の
二
十
四
の
二
中
「
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
」
を
「
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
二
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
項
中
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
八
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
十
一
項
中
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
二
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
条
の
十
五
の
改
正
規
定
中
「
同
条
第
六
十
三
項
」
を
「
同
条
第
六
十
五
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

2

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
条
の
十
七
及
び
第
二
十
条
の
十
八
第
二
項
並
び
に
附
則
第
十
七
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

3

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
規
則
で
定
め
る
。

四
校
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